
理財部会長報告

会議名 第3回理財部会（オープン部会）

日 時 2021年11月30日（火）13:30～15:00

場 所 ホテルメトロポリタン秋田 3階

出席者 ・正副部会長 6名、水澤専務理事

・理財部会員 8名、他部会員 27名 計 42名

懇 談

テーマ ＳＤＧｓと秋田の成長戦略について

ゲスト 野村證券㈱金融公共公益法人部

主任研究員 和田 理都子
１



世界人口の予測

・世界人口は2020年の78億人から更に増加し、2100年までには

100億人を超える

（主な増加地域はアフリカ、他の地域は2050年から微減傾向）

ＳＤＧｓ：持続可能な開発目標

・2030年を年限とする17の国際目標

（普遍性・包摂性・参画型・統合性・透明性の５軸）

・特に「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある

社会の実現がポイント

・登録認証制度による取組の見える化（ＳＤＧｓ未来都市など）

・メリット（金融機関・自治体の支援、ブランド力向上、組織内

での認識・目標共有化）

・投資家にもＳＤＧｓへの貢献により企業を選別する動き強まる

懇談のポイント（１）

２



懇談のポイント（２）

３

20～21世紀の日本の人口動向

・20世紀・・・近代化による「一人当たり生産性の劇的上昇」が

可能にした人口3倍増

・21世紀・・・人口減が続く中、高齢化率は上昇し高齢化関連の

コストは相対的に増加

日本の人口予測から見える課題

・人口減少と偏在化の同時進行が加速

・2005年比で2045年では東京8％増加、埼玉・千葉は減少10％未満

・東北6県のうち5県が30％以上の減少、相続資産の偏在化にも拍車

（特に青森・秋田は40％以上減）

※地域外から稼ぐ力を高めるとともに、地域内経済循環の実現を

目指すことが重要。そのために、ＳＤＧｓを原動力として地方

創生に取り組む企業・事業の拡大がポイント



懇談のポイント（３）

４

まち・ひと・しごと創生基本方針２０２１

・背景に新型コロナウイルス感染症による国民の意識・行動の変化

（地方移住への関心の高まり、テレワークを契機とした人流の変化）

・地域が自らの特色や状況を踏まえて自主的・主体的に取り組み、都会

から地方への新たな人や仕事の流れを生み出すことを目指すもの

・実現に向けた新たな３つの視点（ヒューマン・デジタル・グリーン）

ヒューマン・・テレワークによる転職なき移住推進、企業の本社機能の

地方移転など

デジタル・・・ＤＸ推進、５Ｇの整備、市町村に対するデジタル分野の

人材確保・育成支援 ※DXや5G等は「東京でなければ

いけない理由を無くしてくれる技術」

グリーン・・・地域資源を活用した再生可能エネルギー導入、同分野の

サービス創出


